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 高松市一般廃棄物処理基本計画見直しについてのパブリックコメント実施結果  

 

 本市では令和６年１１月１３日から１２月１６日までの期間、高松市一般廃棄物処理基本計画の見直し案につい

てのパブリックコメントを実施しました。貴重な御意見をいただき、大変ありがとうございました。今後の本計画

の見直し等において、参考とさせていただきます。  

以下にいただいた御意見の要旨及びそれに対する本市の考え方を、まとめましたので、公表いたします。  

 

１ 意見総数 ４件（１人）  

２ いただいた御意見の要旨及びそれに対する本市の考え方  

※  提出いただいた御意見は、趣旨を変えない範囲で、簡素化又は文言等の調整をしています。  

 

No. 御意見（要旨）  市の考え方  

1 

 

P14 の第 2 部の目次に、「第 5 章 収集運搬、中

間処理、最終処分の体制」が記載されていますが、

本編資料には、第 5 章の記載がありません。  

 

 

計画本編 P14 の第 2 部の目次から「第 5 章 収集運

搬、中間処理、最終処分の体制」を削除いたしました。 

 

2 

 

本編資料に記載されているデータやグラフにつ

いて、古すぎるので、最新データに更新して下さい。 

 

今回の一部見直し対象は、ごみ排出量等の将来推計

値見直しに伴う、ごみ処理基本計画の目標値見直し及

び関連項目の文言・表現の整理でございますことから、

いただいた御意見に関しましては、次回の見直し年度

である、令和９年度の計画見直し時に検討いたします。 

 



 

2 

 

3 

 

以前、公共放送で特集されていた番組を拝見しま

したが、香川県内の 17 市町で、唯一、高松市だけ

が、缶・ビン・ペットボトルの 3 種混合収集を実施

していて、市民が折角、正しくごみ集積所に分別し

て出したとしても、ごみ収集車(パッカー車)の中

で、ビンが壊れて、ペットボトルとくっついてしま

い、再資源化されなくなっている事実を知りまし

た。 

高松市も、缶・ビン・ペットボトルの効率的で効

果的な再資源化に向けた取組をお願いします。  

私は、この放送をみてからは、ごみ集積所に、ペ

ットボトルは出さないで、スーパーのペットボトル

専用の回収ボックスに持ち込むようにしています。 

なぜ、高松市だけが、3 種混合収集を実施しつづ

けているのか、実態を、市民にわかりやすく、正し

くお知らせして下さい。  

 

 

御指摘のとおり、缶・びん・ペットボトルの３種混合

収集とすることにより、ペットボトルの中にびんのか

けらが入ることで、一部のペットボトルがリサイクル

できなくなっていることは事実でございます。 

一方で、３種混合収集によるメリットとして、収集の

効率化、収集経費の抑制及び市民の皆様の分別に係る

手間の軽減などが挙げられます。  

これらを総合的に判断した結果、本市においては、３

種混合収集のほうがメリットが大きいと判断しており

ます。 

引き続き、ごみの収集や処理にかかるコストとのバ

ランスを考慮しつつ、リサイクル率の向上に努めてま

いりたいと存じます。 
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資料編 P22～36 に記載されています複数の予測

式の中から、なぜ、その原単位の予測値を採用した

のか理由や考え方をわかりやすく説明したものを

追記して下さい。 

資料編 P22～36 に、それぞれの予測式を採用した理

由を追記いたしました。 

修正後のファイルは、こちらに掲載しております。⇒ 

 


